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粕Ⅱ|村は，昭和５４年度より，全村にわたって圃場整備事業が実施きれております。それによって，村の姿

も，自然環境を始めとしてさまざまに変りつつあります。その中にあって，先人の残していった貴重な，文

化財もその例にもれません。

粕１１|村教育委員会では，この変わりゆく村の姿を８ｍｍフイルムに記録するとともに，埋蔵文化財などの

調査を実施し，その保存につとめております。

今回，調査が行なわれた，月田古墳群は，第２次大戦後まもない，昭和２３年に，故尾崎喜左雄先生を中心

とする群馬大学考古学研究室によって発掘調査が実施され，現在，県指定史跡となっている「鏡手塚」「壇

塚」古墳の２古墳を含む，３５基程の古墳からなる県内でも著名な古墳群でもあります。この古墳群はでき得

るかぎり保存していきたいと考えますが，今回，やむを得ず，７基の古墳について発掘調査を実施しここ

にその概要を示すしだいです。

学史的に著名な遺跡の報告としては，あまりにもはずかしいしだいですが，後刻本報告にその大部分をゆ

ずるとして今回は，この概報で御容赦願うしだいであります。

最後に，今回の調査にあたり，御理解をいただいた地元地権者の方々，土地改良区の方々，及び､調査に従

事した作業員の方々に感謝申し上げ序文といたします。

粕川村教育委員会

教育長金井久雄
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１粕川村１２号墳

２粕川村26号墳

IⅡ昭和55年，５６年度

月田古墳群第１次調査のまとめ

１
５
６
Ⅲ
 〃

例 ロ

1６ 

１．本書は，昭和５８年度に圃場整備事業が着工予定

である，粕川地区（第２工区）の県営圃場整備事

業と係る埋蔵文化財の先行調査として粕川村教育
ツキダ

委員会が実施した月田古墳群の第１次調査の概要

を示したものである。
ムロサヮ

２．本書掲載の古墳は群馬県勢多郡粕111村大字室沢
モロギ

字茂呂木６８８に所在した粕１１１村１２号墳及び大字

月田字富士ノ宮167～171に所在した粕川村２６号

墳の発掘調査の概要を示したものてある。

3．月田古墳群の調査は，粕川村教育委員会が主体

となり，昭和５５年度，昭和５６年度国庫補助金及

び昭和５５年度，昭和５６年度県農政部委託令の一

部を使用し,昭和５６年２月１６日～同年３月３１日

まて､と昭和５６年４月１５日～同年７月２４日の期

間，７基の古墳について調査を実施した。

4．本書の執筆，編集は，調査担当でもある小島が

行った。なを，出土遺物等については粕川村教育

委員会の責任のもとに保管，管理されている。
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３遺跡て､ある。

本報告は，この中で月田古墳群の概要と示したも

ので､ある。
ツキダ ムロサワモロギ

月田古墳群は，粕111村大字室沢字茂呂木から同村
フジノミヤナガミネ

大字月田字富士ノ宮，長峰の３つの字|こまた力§って

広がる,総数,約４０基から形成される古墳群である。

この月田古墳群の所在する月田地区は，県道，桐

生,大間々，前橋線から北へ約１km，南流する粕川の

左岸にあたり，粕Ⅱ|村全体の形をフラスコにたとえ

るなら，ちょうど，その肩から首にかけての部分に

あたる。東は，新里村，西は宮城村と境を接し北

Ｉ発掘調査の概要

粕川村は昭和５４年度から県宮圃場整備事業がほ

ぼ全村にわたって実施きれている。これに伴い埋蔵

文化財の発掘調査を粕川村教育委員会が主体とな

り，昭和５４年度より実施している。昭和５６年度は

その３年目て､ある。

昭和５６年度の調査遺跡は，今回報告の昭和５５年
ツキダ

度からの継続事業である月田古墳群,昭ﾎﾟﾛ５６年度エ
アラヤ

事着工区域である，１１工区内の新屋遺跡群，それ'二
ゼン

１年の先行調査としての６工区内，Ｉ善地区遺跡群の
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第１図昭和５６年度調査遺跡位置図
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存を目的として調査を実施した。

調査は，ボーリング調査による石室部分の確認か

ら開始しその後，トレンチによって墳丘等の調査

を行った。調査は，圃場整備着工の２年先行という

形て･実施したため，調査範囲は非常に限定されてし

まった。しかし，そのような中て粕Ⅱ|村１１号墳，１６

号墳,それに今回報告の２６号墳などはかなり今掘に

近い調査を実施することができたのは幸運であっ

た。

昭和５５年度は，上毛古墳総覧記載，粕川村１１号

墳，１２号墳，１６号墳，記載漏１号項の４基の調査を行

い，昭和５６年度は，粕川村２６号墳，３４号墳，記載

漏２号墳の調査を実施した。

(よ大字室沢，南は大字中，膳と接している。

村には近戸神社が鎮座し，毎年，９月には，「月田

のささら」として著名な，お川下,)の神事をもった獅

子舞が行なわれている．又，かつて，群馬大学の尾

崎喜左雄氏は，月田古墳群や，月田に残る小字「御
カド

門」の地名に注目し，この地を，勢多の郡衙の候補

地と考えられていたようて､ある。

月田古墳群は，この月田地区の北部，標高２３０ｍ

から標高２６０ｍの洪積台地上に位置している。

今回の調査は，道水路部分，あるいは，畑の段差

の解消などにより，現状保存が不可能なものであり，

しかも，現状で古墳としてまったく認定てきない

ものであるが，昭和’0年調査の上毛古墳総覧には古

墳として記載されているもの７基について記録保
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’三三体部は，安山岩の転石を用いた，自然石乱ｲT積

によるｌｉｈｊ袖１k｣｣横穴式石室てあり，開｢]方向はＳ－Ｊ
Ⅱ発掘されたおもな古墳

１粕川村１２号墳

月田古墳群中，もっとも北に位置する一群の古墳

である。所在地は，粕川村大字室沢字茂呂木６８６番

地て、あった。

現況は桑園であり，墳丘らしい起伏はまったく見

あたらなかった。ただ，既当地，南端は，石垣が積

まれることにより，２段に耕作されていた。その石

垣は石室の開口部を－部利用して築かれたもので

あった。

内部主体

一Ｗである。石室は旧表土及び地山のローム層を掘

り込み根石を据える所謂’山よせ式のものて､ある。石

室部は玄室と羨道とに分けられる。

玄宰は大きな石を横積みにして根石とし，その上‘

にはやや小ぶりの石を同じく横積みにしている。平

面形はやや胴張りの石室て､ある。玄室の長さは２．５４

，，幅１５ｍを計る。

玄門部枢石は横長の石を縦位置に据えることによ

り一石で､構成きれている。

奥壁も同様に－行で構成されている。又床面は季》 綴
;iilllilliiiiiiiiilMiliiiiiiii蕊IllIli1i:：jiiiiiiiii麹ｉ

図版１グ淫からのＨｌＩＩｌ１ｊ埴群
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大の円礫が敷石状に敷きつめられていた。

羨道は長さ２，，幅０．９ｍを計る。発掘当初は閉

塞石がつまった状態であった。閉塞は，開口部及び

玄宰と羨道の境に円礫を']､口積にし，その間を大小

の礫で充填するというものであった。

開口部には，玄門と同様に一石構成による羨門が

付設されていたような痕が調査ては確認てきた。

石室内からは，鉄製の刀子が確而8されているが,い

ずれも原位置とは考えられず，破砕礫や転落石の間

からの出±てあった。

石室は地山を掘')込み根石を置き，側壁を積むが

側壁と掘り方の問には，111砂利及び大小の礫による

裏込めが大量につめられていた。

外部施設

石室を中心として南北及び東西にトレンチを,没定

して周掘の検出にあたったが，それらしいものは確

認されなかった。たぶん，本占墳は当初より周掘を

もたないものてはなかったか。

南側のトレンチては浅間Ｂ軽石が広く堆積してい

たため，そこを拡張したところ，石室開口部からし

ずく状に広がる落込みを確認した。この溶込みの上

層にはＢ軽石が堆積し，下層には，ＦＰ粒やＣ軽打

粒を含んだ．旧表土に近い黒色士の堆積がみとめら

れた。この黒色土上面には，円礫が，石室開口部か

ら流れ込むような状態で，びっしりと充填されたよ

うな状態で確認できた。又，この黒色土中からは第

９凶に示した須恵器が出土している。これと同様な

遺構が記載漏ｌ号墳，同２号項からも検出できた。

ここでは，この遺構を前庭状遺構としてとらえてお

く。

出土遺物

本古墳石室からは４本の鉄製刀子が出士した。

第２図ｌは，鉄製刀子て､ある。全長９．４cm，他の

刀子に比べて著しく小形てある。刃部は柄の部分よ

り短い。柄部には木質部が造存し，柄基部には留金

具が造存している。刃部には大きな錆が付着してい

図版２粕川村１２号墳全景
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整がみとめられる。現存率路色調灰色。

２は杯身。ｌと同様，底部周縁には回転へラナデ

調整がみとめられる。口縁部はややゆるやかに内湾

ぎみに立ち上がる。口唇部はｌに比らべ丸みが強く

厚い６現存率路色調暗緑灰色

３杯身，非常によく焼締められている。底部は

末調整であるが，底部縁辺にへうケズリがみとめら

れる。ほぼ完形，一部にゆがみがある。色調暗赤

茶褐色。

４杯身非常に器形のひずみが大きい。底部の

調整は荒く回転糸切りののち，ヘラナデによる底部

周縁の調整がみとめられる。ほぼ完形,色調は暗灰色

５高台付の杯である。やや小ぶりのものであ

る。ｕ縁部は内湾ぎみに立上がる。高台は高く，端

部はやや外反する。現存率％色調灰色。

６高台付の杯，口縁部は底部から直線的に立

ち上がる。高台部は高く，端部に段をもつ。接地面

る。

第８図２は，刃部先端を欠損しているが，現存長

12.5cmを計る。刃部は多少屈曲している。柄には木

質部が残存し，柄基部には留金具が遣存している。

第８図３は，両匡を有するものであり，刃部は

長く，柄部には木質が遣存している。柄部中央には

基部から先端に向ってゆるやかなふくらみを有す

る。

錆化が著しく，２つに折れて出土している。茎先

端と刃部先端を欠損している。現存長１４．９cm・

第８図４は，上記の３点に比らべ最長であり，又

遣存状態ももっとも良好である。柄部には木質が被

り，基部には留金具の欠損したものが遣存している。

第９図に示したものは前庭状遺構理士下層より出

土したものて繍あり，充填きれた礫よりも明らかに下

層から出土している。

１は杯身である。底部周縁には回転のへラナテ､詞
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淡灰色。

以上のような出土遺物及び石室の形態から本古

墳は７世紀後半のものと考えられる。

は内端部である。又，５に比らべ向台を底部中央よ

りに偏って貼付されている。現存率だ色調暗灰

色。

７蓋口縁部を欠損している。全体に偏平て､あ

るが，中央のつまみは高く，しっかりしている。又

つまみ中央はへこみをもっている。現存率％色調

灰色。

８長頸壺頚部は比較的太い。口縁部は外反し

た口縁をもう一度，上方につまみ上げたような形を

もち，端部は鋭角にしあげられている。胴部，肩に

はわずかに張りをもち，直線的に底部に至る。底部

には比較的高い断面方形の高台を有する。ほぼ完形

色調暗灰色。

９短頸壼有蓋のものと考えられる。口頚部は

短く，直立し口縁端部はやや丸みを帯びる。胴部

は，やや肩の張る器形で底部に至る。底部には高く

段を有する高台を貼付している｡‘高台は八の字形に

開き端部は鋭く仕上げられている。ほぼ完形色調

。’ ｡ 1 ５ 

麹
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､二三二二一
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第９図前庭部出土の須恵器
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２粕川村２６号墳

月田古墳群の中央部やや西よりに位置していた古

墳であり，昭和８年に士取りの為，勾玉や管玉さら

には鉄鍬が出土したとされる粕川村２５サ墳に隣接

している。地元の古老の話しによると，この２５号墳

の石室には入Ｕがなかったという。現在，この２５号

項の周囲には、埴輪片を有する古墳が数基存在して

おり，埴輪を有する古墳の少ない月田古墳群の中て

は比較的古い時期の一群の古墳が存在しているよう

に思われる。以上のようなことを総合すると，２５号

墳は，その出土遺物，石室の形態などから川田古墳

群中，もっとも古い時期のものと予想される。しか

し残念ながら，この古墳は，士取のため消滅してし

まい,今はその痕跡すらもみとめることがてきない。

粕川村２６号墳は，粕111村大字月田字冨l二ノ宮１６７

番地から１７１番地にかけて所在していた。石室の大

部分は１６７番地に位置していた。

現状は桑畑であったが，ちょうど石室の上が石捨

て場となり，小山状になっていた。又，南から見る

とわずかな起伏をみとめることがてきた。又西側は

２ｍ近い段がてきており，イ｢垣がつまれていた。

内部主体。

主体部は，安山岩の転石を用いた，自然石乱ｲ｢積

による向袖型横穴式石室である。開口方向はｓ－ｌ１ｏ

－ｗて､ある。

イT室は旧表土及びローム層を－部掘り込み根石を

おく．石室は玄門により，玄室部と羨道に分けられ

る。

玄室奥壁は一石で構成されている。側壁は奥か

ら開口方向に向かって徐々に小さな石を用いて構成

されている。玄門は，小形の円礫を４石小口積みにし

て構成されている。この造りは，前述の，２号墳とは

対照的て.ある。榧石も小形の石を縦位置に並べただ

けのものであり，床面よ,)かなり上に出ている。

床面の石も敷きつめられた状態ではなく，円礫を

ばらまいたような状態てあった。

11lllIlll1Iliiil鍵''１iIilIi11iiiIiiiiiiillli鍵ii1illl1lli蕊－－…

翰誇
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夢､パー癖鞠が好
口
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図版３粕川村２６サ墳全員
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玄室の長さ３．５０ｍ幅１５６ｍを計る。

羨道部は，開口部に向かってやや狭まくなるよう

につくられている。玄室の長さ２．１０，，幅0.905ｍ

を計る。羨道部の一部は側壁が除去きれており，閉

塞石もほとんど除去されていた。

開口部にも玄門と同様の構成をもった羨門が存在

したものと考えられるが，その根石部分を確認し得

たのみて､あった。

石室は掘り方と壁石の間には多量の裏込めの

石がつめられていた。

外部施設

石室を中心にしてトレンチを設定し旧表土を追う

ことにつとめた。その結果，直径１４ｍの円形の墳丘

を検出することができた。ただ周掘外側の立ち上が

りは検出できなかった。

石室開口部前には大小円礫の集積がみとめられた

が，１２号墳のように掘り込みは存在しない。ただわ

ずかに石室開口部分は他と比べ低くなっている。

出土遺物

石室内より第１１図に示した鉄製刀子２本と耳環

１個が出土した。

ｌは鉄製刀子，刀子柄及び､刃部の基部てある。柄

部には木質が残存している。刃部基部には本体とは

別造りの輪状の止め金具が－部残存している。

２も鉄製刀子，刃部の基部及び柄の部分である。

柄には木質部が残存している。

３は耳環である。断面は階円形を呈する。緑青が

一面に付着している。

この２６号墳については時期を推定できる資料は

ないが,埴輪を有しないことなどから１２号墳と同様

に７世紀後半代をあてるのが妥当と考える。

Ⅲ昭和５５年,５６年度，月田古墳群

第１次調査のまとめ

月田古墳群は，昭和２３年，群馬県において，以後

数百基の古墳調査にたずさわり，古墳研究史上一時

期と築いた群馬大学史学研究室，尾崎喜左雄氏によ

る，鏡手塚古墳の調査によって，この月田古墳群の

発掘の歴史が初まる。以後，３０年までに６基の古墳

が調査されている。この調査の成果の一部からは氏

の重要な論考の一つとなる，榛名二つ岳給源軽石降

下時期の問題などが生まれているなど群馬の古墳研

究史上重要な遺跡である。

今回の調査は，地元の人達の理解により，圃場整

備着工の２年前の事前調査ということて､あり，十分

な調査とはいいがたい。しかし，今回の調査によっ

て，①上毛古墳総覧に記載漏の古墳がかなりの数

存在している可能性が高い。②古墳の中には周掘

など外部施設を有しないものがある。③古墳の遺

構中には浅間Ｂ軽石が純層で確認できる。④本古

墳群の主体は，６世紀末よりもむしろ，埴輪消滅後

７世紀後半代の古墳が主体である。⑤開墾により

古墳の天井石等は除去されているものがほとんどで

あるが，石室自体の残りは比較的良好て､ある。とい

う以上５点のことを把握することがてきた。これら

は，これから２年後におとずれる圃場整備工事に対

応するための方針をさだめる点において非常に重要

な事実を我々に与えてくれた。
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ＰＬ－１ 

１発掘前の月田古墳群

月田地区北部の一群の

発掘前の状況。南より。

lii111lj11l11li11llill11l篝lｉ

llillilllllllllllllliliiiililiiliiiliUIlli 
２粕川村１２号墳の発

掘

石室確認の後，トレン

調査による。外部施設の

確認状況。

３粕川村１２号墳前庭

状遺構

３０cm大の円礫が充填き

れている。礫の下からは

頁恵器か出土している。
i0iliiiil1ll111illilll1llI1ii1IinII 
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ＰＬ－２ 

iiiiliiiiiiiiiiliI1ll1I1’1iiii11iiiliiiiiiiijiilliiililiillliiIl11i1ll1l1lliiii､1111iliii1ilIiiiiiiiiil 

liH11ilU11:11UIIUi篝篝加

４前庭部の土層堆積状

況

充填された円礫の上面

を浅間Ｂ軽石がおおって

いる。

5石室部の完掘状況
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ＰＬ－３ 

１粕川村２６号墳石室

部

玄室より玄門の状態と

閉塞の状況。羨道部の閉

塞はほとんど除去されて

いたが，閉塞は円礫より

も，むしろ111砂利を多く

用いていたようて､ある。

奥壁より。

ii蝋I1lI1IiiiiilIlliliillKiiii{iiiiliiiilllliiiilillllIilMＩＩ

２羨道部東壁の状態

側壁に使用される礫は

ほとんど自然石て､ある

が，一部には稜を削')落

とした痕跡がみとめられ

るものもある。

liiiiiliiiiililiiiiiiiii1iiiｉｉｉ 
３石室開ロ部の状態

羨道部の一部は除去ざ

｜して、－段低くなってい

る側壁は石を小口積み

にしているのかわかる



ＰＬ－４ 

JJJJjjHllIIIlIIIIlIJililIlhJljimJmilbnHii 

４石室内の遺物出土状

態

耳環及び繍刀子の出土が

みられた。遺物は玄室の

羨道より，やや中央から

i1liliiiilllllllllllllllllllllillllllIlllll1l1i 
出土した。

鑿11:`p111111111111111U11111iiiiii11i111ii1i11ii亜ﾛ鱗iiiiiili1i111il11I1iii11i111l111l1M'1111霧！;灘

IiilllllllliiIM ５石室の完掘状況

南から。

iiiiillliiil111i鑿ililliiiilliiiiilll鱗

６月田古墳群の第１次

調査にたずさわった人達
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